平成１４年度　第１回　アナログ２種　技術科目

  端 末 設 備 の 接 続 の た め の 技 術 
第１問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　自動平衡形防側音回路では、線路のインピーダンスのバラツキに対応するため、防側音回路

に複数の（　ア　）を備え、側音が最小となるよう自動的に選択している。　　　　（４点）

	　①　フィルタ　　②　平衡回路網　　③　同調回路　　④　バリスタ


　（２）　小電力形アナログコードレス電話機の無線チャネルは、用途により、無線回路の設定に用い

られる二つの制御チャネルと（　イ　）の通話チャネルとに分類できる。　　　　　（４点）

	　①　１７　　②　２９　　③　６７　　④　８７　　⑤　８９


　（３）　コードレス留守番電話機には、（　ウ　）により無通話時の雑音を抑制しているものがある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　コンパンダ　　　②　プリスケーラ　　③　ミキサ

④　スクランブル　　⑤　スプラッタフィルタ


　（４）　１回線電子式ボタン電話装置の機能について述べた次の二つの記述は、（　エ　）。　（４点）

　　　　Ａ　１回線電子式ボタン電話装置には、火災センサ、防犯センサ等の動作と連動するセキュリ

ティ機能を有するものがある。

　　　　Ｂ　１回線電子式ボタン電話装置には、外線と通話中に自動転送機能を用いて他の内線電話機

　　　　　を呼び出すことにより、通話中である外線を転送できるものがある。

	　①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（５）　図は、シンセサイザ方式のＰＢ信号発振回路のブロック図を示したものである。図の低群周

波数及び高群周波数のパルスは、（　オ　）で階段状の擬似正弦波に変換される。　　（４点）

	　①　プログラマブル分周器　　②　キーデコーダ　　③　直・並列変換回路　　④　Ｄ／Ａ変換器　　　　　　　⑤　出力回路
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第２問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　図－１に示す電子式ボタン電話装置の外線ユニットにおいて、図中のＤは、（　ア　）とい

われている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　ＤＰセンダ　　②　極性反転検出回路　　　　　③　回線制御プロセッサ

　④　ＰＢセンダ　　⑤　インピーダンス調整回路
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　（２）　電子式ボタン電話装置では、一般に、保留音等の音源の通話路への接続は、（　イ　）機能

により行われている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　外線制御　　②　内線制御　　③　電話機制御　　④　中央制御　　⑤　通話路制御


　（３）　電子式ボタン電話装置の電源回路部に使われている過電圧保護回路は、スイッチングレギュ

レータ等の異常により、二次側の出力電圧が規格外になった場合に動作して過電圧を防止する。

特に（　ウ　）ボルト系電源は、ＩＣ等の電子回路用の直流電源であり、過電圧保護回路は、

過電圧によってＩＣが破壊されるのを保護している。　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　５　　②　２４　　③　２８　　④　４８　　⑤　１００


　（４）　電子式ボタン電話装置では、一般に、各種の制御にマイクロプロセッサを使った（　エ　）

制御方式が用いられており、通話路のスイッチング素子としては半導体が使用されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　フロー　　②　ウインドウ　　③　クロスバ　　④　蓄積プログラム　　⑤　布線論理


　（５）　図－２は、電子式ボタン電話装置の一般的な停電検出回路を示したものである。図において、

通電状態から停電状態になると、ＺＤが導通を続けているときの放電時定数（　オ　）の経過

後にＴｒを不通としてＣＰＵへ停電検出信号を送出する。　　　　　　　　　　　　（４点）
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第３問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３２で規定されている全二重モデムの信号エレメントのコーディング方

式には、無冗長コーディング方式のほかに、安全性の良い高速データ伝送を行うための誤り訂

正技術として、（　ア　）コーディング方式がある。　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　シンドローム　　②　トレリス　　③　トロイダル　　④　ウインドウ


　（２）　マイクロプロセッサを搭載した電話交換網用の変復調装置には、ＪＩＳ　Ｘ　５１０１等を

適用することにより、データ端末装置との間に（　イ　）のやり取りを相互接続回路ＳＤ、Ｒ

Ｄ等を使用して行うものがある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　誤り制御　　②　同期信号　　③　フォーマット変換　　④　自動起呼応答の制御


　（３）　エラー訂正プロトコルとして、モデムに広く実装されている代表的な手順には、ＩＴＵ－Ｔ

勧告Ｖ．４２で規定されている（　ウ　）がある。　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　ベーシック　　②　ＬＡＰＤ　　③　ＤＳＵ　　④　ＡＴコマンド　　⑤　ＬＡＰＭ


　（４）　ファクシミリ装置の伝送方式について述べた次の記述は、（　エ　）。　　　　　　　（４点）

　　　　Ａ　ファクシミリ装置のグループ３形機（Ｇ３形機）の制御信号の伝送には、主にバイナリコ

ード手順が用いられる。この場合のバイナリコード手順において、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３０

に規定する伝送モードの標準は、３００ビット／秒の同期モードである。

　　　　Ｂ　ファクシミリ装置のグループ３形機（Ｇ３形機）の多くは、冗長性を抑圧するため１次元

符号方式と併用してＭＨ符号化方式といわれる２次元符号化方式を用いて伝送時間を短縮

している。

	　①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（５）　ファクシミリにおける同期とは、送信走査と受信走査の画素の位置を一致させることであり、

走査速度を一致させる（　オ　）同期と、走査の開始点を一致させる位相同期がある。（４点）

	　①　調　歩　　②　ビット　　③　回　転　　④　独　立　　⑤　スタッフ


第４問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　電子式ボタン電話装置の設置工事終了後に行う機能確認試験のうち、保留、転送確認試験に

ついて述べた次の二つの記述は、（　ア　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

　　　　Ａ　共通保留試験は、外線通話中に保留ボタンを押下することによって通話を保留し、また、

保留された通話は、他の電話機で保留表示中の外線ボタンを押下することで応答できること

を確認する。

　　　　Ｂ　個別保留試験では、通話中に保留操作をした電話機のみが再応答できることを確認する。

	　①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（２）　保安装置の接地棒として、酸、アルカリ等の成分を含む土壌で、腐食が激しいと考えられる

場所では、一般に、（　イ　）接地棒を使用することが望ましい。　　　　　　　　　（４点）

	　①　金　属　　②　ベントナイト　　③　３　極　　④　炭　素　　⑤　フッ素


　（３）　屋内線を家屋などを貫通させる箇所で用いられる硬質ビニル管の両端には、屋内線に損傷を

与えないように、一般に、（　ウ　）を取付ける。　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　テレフレキ　　②　フリーレット　　③　ワイヤプロテクタ

　④　エフモール　　⑤　つ　ば


　（４）　ボタン電話装置の設置工事で屋内線の断線、混線、絶縁不良などの故障判断には、一般に、

回路計が用いられ、この場合、電話機（　エ　）に測定する。　　　　　　　　　　（４点）

	　①　オフフック時　　②　取付後　　③　取付前　　④　送出電力調整試験後


　（５）　電話機に混入する雑音対策について述べた次の二つの記述において、それぞれの下線部分の

語句は、（　オ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

　　　　Ａ　送受器ひも（カールコード）を通して受けるハムなどの低周波誘導雑音対策として、送話
器の高インピーダンス化と差動アンプの使用がある。

　　　　Ｂ　加入者回路に発生するパルス幅の小さい回線雑音による電話機のダイヤル信号の乱れや

ダイヤルメモリ消去の誤動作防止対策として、ダイヤルＩＣのリセット端子と直流電源低圧

側端子の間及びダイヤルＩＣ直流電源の高圧側端子と低圧側端子の間にそれぞれコンデン
サを挿入する方法がある。

	　①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


第５問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　ある回線群を３０分間にわたりトラヒックを調査したところ、運んだ呼量が３２アーラン、

平均回線保留時間が２４０秒であった。この３０分間にこの回線群が運んだ呼数は、（　ア　）

呼である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　４　　②　２２５　　③　２４０　　④　２５６　　⑤　４５０


　（２）　最繁時の呼数をＣ呼、最繁時集中率をＰパーセントとすると、一日中の呼数は、（　イ　）

呼である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）
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　（３）　出回線が７回線の即時式完全線群の交換機で出回線の回線使用率が６０パーセントであり、

このとき呼損率が３０パーセントであるとすると、この交換機に生起した呼量は、（　ウ　）

アーランである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　２．１　　②　４．２　　③　６．０　　④　１０．０　　⑤　１４．０


　（４）　電話の呼量は、「トラヒック量÷（　エ　）」で算出され、単位はアーランが使用される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　延呼数　　②　完了呼数　　③　使用中回線数　　④　測定回数　　⑤　測定時間


　（５）　即時式完全線群では、出線数が一定の場合、加わる呼量が少なくなると、呼損率は、（　オ　）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　小さくなる　　②　大きくなる　　③変わらない


解答

第１問（ア）②　（イ）④　（ウ）①　（エ）③　（オ）④

第２問（ア）④　（イ）⑤　（ウ）①　（エ）④　（オ）②

第３問（ア）②　（イ）④　（ウ）⑤　（エ）①　（オ）③

第４問（ア）③　（イ）④　（ウ）⑤　（エ）③　（オ）②

第５問（ア）③　（イ）⑤　（ウ）③　（エ）⑤　（オ）①
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